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解
題

今
回
資
料
と
し
て
、
紹
介
す
る
の
は
、
筆
者
が
九
州
大
学
百
年
史
に
書
い
た
「
第

二
章　

戦
時
体
制
の
形
成
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
）」
の
「
第
一
節　

戦
時
体
制
の

形
成
と
教
育
・
研
究
」（
資
料
紹
介
Ⅰ
）
と
「
第
三
章　

学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
と
敗

戦
（
一
九
四
一
～
一
九
四
五
）」
の
「
第
一
節　

研
究
動
員
」（
資
料
紹
介
Ⅱ
）
で
あ

る
。
記
録
資
料
館
（
石
炭
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
も
受
け
持
っ
た
が
、
こ

れ
は
後
日
掲
載
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。

『
九
州
大
学
百
年
史
』
は
九
州
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
版
）

で
閲
覧
で
き
る
。
ぜ
ひ
左
記
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
た
い
。
表
記
や
書
き
方
が
異
な
る
場

合
が
あ
る
。

https:// w
w

w
.lib.kyushu-u.ac.jp/ ja/ publications_ kyushu/ qu 100th

九
州
大
学
・
大
学
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
読
み
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
、

書
く
と
い
う
方
針
で
九
州
大
学
百
年
史
の
執
筆
に
臨
ん
だ
。
私
は
紙
媒
体
の
大
学
史

と
電
子
媒
体
の
双
方
が
出
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
確
信
持
っ
て
い
た
。
旧
帝
国

大
学
の
九
州
大
学
が
百
年
史
を
紙
媒
体
と
し
て
も
世
に
出
さ
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
大
学
文
書
館
の
折
田
悦

郎
教
授
（
現
在
名
誉
教
授
）
も
お
そ
ら
く
部
数
は
少
な
く
て
も
紙
と
し
て
も
刊
行
さ

れ
る
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
学
文
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
相
当
な
枚
数

の
原
稿
に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
若
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
お
伺
い
し
た
。
令
和

四
年
一
月
一
九
日
現
在
、『
九
州
大
学
百
年
史
』
は
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
残
念
な
が
ら
印
刷
製
本
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
に
献
本
さ
れ
て
い
な
い
。

若
い
研
究
者
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
Ｐ
Ｃ
上
で
論
文
を
閲
覧
す
る
の
を
よ
く
み
か

け
る
が
、
小
生
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
上
か
ら
論
文
を
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

も
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
か
ら
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
目
を
通
さ
な
い
と
読
ん
だ
と
い
う

気
分
に
な
ら
な
い
。
紙
上
に
、
赤
鉛
筆
や
鉛
筆
で
書
き
込
み
な
が
ら
、
付
箋
を
貼
り

な
が
ら
読
み
進
め
る
と
い
う
読
み
方
が
習
慣
に
な
り
、
染
み
付
き
抜
け
ら
れ
な
い
。

今
回
、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
に
資
料
紹
介
と
し
て
、
活
字
と
し
て
、
私
の
担
当

【
資
料
紹
介
】
九
州
大
学
百
年
史
（
三
輪
宗
弘
執
筆
、
戦
時
中
の
研
究
）

三

輪

宗

弘

「
第
二
章　

戦
時
体
制
の
形
成
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
）　

第
一
節　

戦
時
体
制
の
形
成
と

教
育
・
研
究
」
と
「
第
三
章　

学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
と
敗
戦
（
一
九
四
一
～
一
九
四
五
）�

第
一
節　

研
究
動
員
」
の
解
題
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し
た
戦
時
中
の
九
州
帝
国
大
学
の
研
究
に
関
す
る
二
つ
の
節
を
紹
介
し
た
い
。

九
州
大
学
百
年
史
で
あ
る
が
、
私
は
お
そ
ら
く
一
番
最
後
に
原
稿
を
出
し
た
一
人

で
あ
ろ
う
。
理
由
を
も
っ
と
も
ら
し
く
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
農
学
部
の
戦
時
中
の

記
録
（
教
授
会
記
録
や
科
研
費
に
関
す
る
記
録
）
が
探
し
て
も
出
て
こ
な
い
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
も
の
が
な
い
は
ず
は
な
い
、
ど
こ
か
に
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

つ
い
に
出
て
こ
な
か
っ
た
。
何
ら
か
の
片
鱗
は
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
が
、
甘
い
観

測
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
大
学
文
書
館
の
藤
岡
健
太
郎
准
教
授
（
当
時
）
に
農
学
部
関

係
資
料
を
次
か
ら
次
へ
と
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
つ
い
に
小
生
が
あ
る
に
違

い
な
い
と
睨
ん
だ
記
録
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
巧
み
に
補
い
、
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
し
な
が
ら
、
原
稿
を
書
き
上
げ
た
。「
捜
査
令
状
」
を
手
に
持
ち
な
が
ら
探
し
回

る
最
中
、
膨
大
な
会
計
帳
簿
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
戦
時
中
の
医
学
部

関
係
の
購
入
に
関
す
る
記
録
だ
け
が
さ
り
げ
な
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
抜
き
取
ら
れ

て
い
る
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
な
が
ら
会
計
帳
簿
を
眺
め
た
。
敗

戦
直
後
、
医
学
部
の
裁
判
対
策
の
た
め
に
、
九
州
大
学
の
総
力
を
挙
げ
て
徹
底
的
に

資
料
の
隠
滅
を
企
図
し
た
こ
と
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
閃
い
た
。
パ
ラ
パ
ラ
眺
め
た
だ

け
な
の
で
、
調
べ
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
膨
大
か
つ
詳
細
な

会
計
簿
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
れ
は
戦
時
中
の
物
価
統
計
の
貴
重
な
記
録
で
戦
時
中
の

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
が
克
明
に
追
え
る
と
思
っ
た
。
し
か
し
会
計
帳
簿
の
一

点
一
点
の
記
録
は
あ
ま
り
に
も
細
か
す
ぎ
て
、
時
間
が
な
い
と
い
う
制
約
下
で
は
九

州
大
学
百
年
史
に
は
間
に
合
わ
な
い
と
断
念
し
た
。

そ
の
こ
ろ
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
が
進
行
中
で
、
箱

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
埃
を
か
ぶ
り
う
ず
も
れ
て
い
た
書
籍
や
雑
誌
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
東
洋
史
が
専
門
の
川
本
芳
昭
附
属
図
書
館
長
（
当
時
）
は
資
料
を
捨
て
る

の
は
よ
く
な
い
と
い
う
意
見
を
お
持
ち
で
、
図
書
館
が
焚
書
坑
儒
を
や
っ
た
ら
笑
い

話
だ
と
い
う
こ
と
で
、
強
力
な
援
護
射
撃
い
た
だ
き
、
廃
棄
寸
前
の
書
籍
（
未
登
録

や
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
ら
れ
た
ま
ま
眠
っ
て
い
た
も
の
）
を
大
学
院
生
や
職
員
の
有
志

と
と
も
に
レ
ス
キ
ュ
ー
し
て
（
重
複
し
た
も
の
は
廃
棄
し
た
）、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
州
大
学
百
年
史
に
登
場
す
る
『
国
防
資
材
研
究
速

報
』（
第
一
号
か
ら
第
四
号
）
は
永
い
眠
り
か
ら
目
が
覚
め
、
焚
書
坑
儒
を
免
れ
た
雑

誌
で
あ
る
。

藤
岡
准
教
授
の
手
を
煩
わ
し
て
、
九
州
大
学
百
年
史
の
筆
者
担
当
部
分
を
書
き
上

げ
た
。
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
っ
た
大
学
文
書
館
で
申
請
す
れ
ば
、
閲
覧
で
き
る
。

　
『
自
昭
和
十
七
年
三
月　

至
昭
和
二
十
年
十
一
月　

戦
時
関
係
書
類
』

『
昭
和
十
二
年
度
概
算
書
（
一
）』（「
参
照
別
冊　

亜
細
亜
文
化
研
究
所
創
設
ニ
関
ス

ル
経
費
要
求
書
」「
昭
和
十
二
年
度
九
州
帝
国
大
学
概
算
要
求
増
減
額
事
項
別
明
細

書
」、『
昭
和
十
二
年
度
概
算
中
重
要
事
項
調　

九
州
帝
国
大
学
』、『
昭
和
十
二
年
度

概
算
重
要
事
項
説
明
書　

九
州
帝
国
大
学
』、『
昭
和
十
二
年
度
概
算
要
求
書　

工
学

部
』、『
昭
和
十
二
年
度
概
算
要
求
書　

農
学
部
』）

『
昭
和
十
四
年
度
概
算
書
（
一
）』、『
昭
和
十
四
年
度
概
算
書
（
二
）』、『
昭
和
十
五
年

度
概
算
書
（
一
）』、『
昭
和
十
六
年
度
概
算
書
（
一
）』、『
昭
和
十
六
年
度
概
算
書

（
二
）』、『
昭
和
十
七
年
度
概
算
書
（
一
）』、『
昭
和
十
八
年
度
概
算
書
（
二
）』、『
昭

和
十
八
年
度
概
算
書
（
三
）』

『
教
授
会
資
料
』（
医
学
部
、
工
学
部
、
農
学
部
、
理
学
部
）、「
評
議
会
資
料
」、『
福

岡
日
々
新
聞
切
抜
』

『
昭
和
六
年
度　

概
算
要
求
書
』（「
昭
和
六
年
度　

歳
入
歳
出
概
算
要
求
書
類
」、「
昭

和
六
年
度　

九
州
帝
国
大
学
特
別
会
計
概
算
書
」、『
昭
和
六
年
度　

概
算
要
求
増
減

事
項
別
明
細
書　

九
州
帝
国
大
学
』、『
昭
和
六
年
度　

九
州
帝
国
大
学
特
別
会
計
概
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算
書
』、「
昭
和
六
年
度　

九
州
帝
国
大
学
理
学
部
創
設
費
概
算
要
求
」、『
昭
和
六
年

度
歳
出
概
算
書　

工
学
部
』、『
昭
和
六
年
度　

概
算
書　

法
文
学
部
』）

　

戦
時
中
の
研
究
に
関
し
て
、
米
国
で
は
航
空
機
用
燃
料
（
高
オ
ク
タ
ン
価
ガ
ソ
リ

ン
）
の
研
究
は
企
業
が
受
け
持
ち
、
合
成
ゴ
ム
や
高
分
子
合
成
の
研
究
は
大
学
が
受

け
持
っ
た
。
大
型
爆
撃
機
の
Ｂ
29 

の
開
発
や
原
子
力
爆
弾
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
な

ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
九
州
大
学
百
年
史
で
は
、
総
花
的
な
研
究
費

の
配
分
（
大
学
間
、
学
部
館
、
教
授
）
と
集
中
的
な
予
算
配
分
に
は
、
紙
幅
を
割
き
、

記
述
し
た
。
米
国
、
日
本
、
ド
イ
ツ
の
戦
時
中
の
開
発
の
や
り
方
の
違
い
・
相
違
点

は
今
日
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

戦
後
に
日
独
、
さ
ら
に
米
国
研
究
も
調
査
し
た
Ｐ
Ｂ
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
最
も
請
求

件
数
が
多
く
、
読
ま
れ
た
の
が
、
レ
ー
ダ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
波
に
関
す
る
研
究
で
、
後

に
は
電
子
レ
ン
ジ
の
開
発
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て
再
び
脚
光
を
浴
び
た
と
、
米
議

会
図
書
館
に
勤
務
す
るStenn 

智
子
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
軍
事
研
究
と
平

和
研
究
の
線
引
き
が
い
か
に
難
し
い
か
よ
く
わ
か
る
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
の
感
染
症
の
研
究
は
米
国
陸
軍
が
行
い
、
そ
の
成
果
が
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
や
ワ
シ
ン
ト
Ｄ
Ｃ
の
交
通
カ
ー
ド
で
あ

るO
yster

やSm
arTrip

が
米
陸
軍
と
関
係
の
深
い
企
業
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
空
中
撮
影
と
い
う
平
和
利
用
も
あ
れ
ば
、
軍
事
目
的

に
も
転
用
さ
れ
得
る
。
日
本
の
外
為
法
別
表
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
は
「
無
人
航
空
機
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、「
大
学
に
お
け
る
営
業
秘
密
管
理
」
の
対
象
で
あ

る
。
日
本
で
は
平
和
利
用
で
も
海
外
で
は
軍
事
転
用
さ
れ
る
技
術
で
あ
る
。

　
「
八
月
十
五
日
の
青
春
」
刊
行
会
『
八
月
十
五
日
の
青
春　

大
阪
高
等
学
校
生
（
旧

（
1
）

制
）
の
手
記
』
を
読
む
機
会
が
あ
っ
た
。
小
生
の
目
に
留
ま
っ
た
箇
所
を
列
挙
し
て

お
こ
う
。
昭
和
一
八
年
に
「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」
の
公
布
に
と
も
な
い
、
徴
兵
適

齢
が
一
年
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
に
、「
翌
十
九
年
に
は
、
大
正
十
三
年
生
ま
れ
と
、

私
を
含
め
た
十
四
年
生
ま
れ
（
私
は
二
月
生
ま
れ
）
が
、
と
も
に
徴
兵
検
査
を
受
け

て
、
相
次
い
で
入
隊
す
る
こ
と
に
な
る
。」（
村
田
義
人
「
わ
が
内
な
る
青
春
」、
四
九

頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
昭
和
十
七
・
十
八
年
度
は
八
月
に
入
試
が
実
施
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
昭
和
十
九

年
度
に
つ
い
て
は
大
学
入
試
を
行
わ
ず
、
内
申
書
と
願
書
の
み
で
進
学
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
旧
制
高
校
の
文
科
生
の
場
合
、
理
科
系
で
あ
る
帝
大
農
学
部
と
、
医

科
大
に
出
願
さ
え
す
れ
ば
、
無
条
件
に
入
学
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
徴
兵
さ
れ
ず
に

す
ん
だ
の
で
あ
る
。」（
同
上
、
五
〇
頁
）

　
「
そ
の
特
典
を
実
際
に
行
使
し
た
者
は
、
大
高
二
一
回
生
の
場
合
、
文
甲
・
文
乙
と

も
、
い
ず
れ
も
一
割
未
満
だ
っ
た
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。」（
同
上
、
五
〇

頁
）

　

下
条
義
次
「
そ
れ
青
洲
の
『
二
春
秋
』」
で
戦
争
後
に
つ
い
て
生
々
し
く
書
い
て
い

る
。
抜
粋
し
よ
う
。

　
「
教
授
の
中
に
は
戦
争
中
の
迎
合
論
文
の
た
め
に
追
放
さ
れ
た
り
、
疎
外
さ
れ
て
い

た
不
遇
な
環
境
か
ら
復
帰
し
た
り
、
ま
さ
に
価
値
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
が
行
わ

れ
て
い
た
。
戦
争
中
は
軍
の
意
に
従
い
保
身
に
汲
々
と
し
て
い
た
の
に
、
戦
後
一
変

し
て
に
わ
か
民
主
主
義
者
と
な
っ
て
、
戦
犯
追
放
を
声
高
で
叫
ん
で
い
る
様
子
は
、

（
2
）
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嘗
て
非
国
民
と
大
声
で
罵
っ
た
と
同
様
の
声
が
聞
き
と
れ
た
。
あ
ち
ら
を
向
い
て
大

合
唱
、
舞
台
変
わ
れ
ば
こ
ち
ら
に
向
い
て
大
合
唱
。
ご
都
合
全
体
主
義
の
世
の
中
が

ま
た
出
現
し
た
。
ど
れ
も
情
け
な
い
が
現
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
生
き
て
再
び
机
に

座
る
こ
と
の
で
き
た
喜
び
は
何
者
に
も
代
え
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。」（「
そ
れ
青
洲
の

『
二
春
秋
』」、
七
八
頁
）

　
『
ゾ
ル
テ
ン
』『
リ
カ
テ
ン
』『
ジ
ュ
ン
ブ
ン
』
に
つ
い
て
、
中
西
和
也
「『
僕
は
軍

人
大
好
き
よ
』」
の
中
で
「
大
高
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
年
の
十
二
月
頃
に
は
既
に
広

く
流
布
し
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。」
と
し
て
、『
ゾ
ル
テ
ン
』
と
は
「
敗
戦

に
伴
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
陸
海
軍
学
校
か
ら
の
転
入
学
生
に
対
す
る
蔑
称
」
で
あ
り
、

『
リ
カ
テ
ン
』
は
終
焉
後
に
「
第
二
学
期
に
理
科
か
ら
文
科
へ
の
転
科
生
」
の
こ
と
で

あ
り
、『
ジ
ュ
ン
ブ
ン
』
と
は
「
そ
の
名
の
通
り
、
入
学
時
か
ら
卒
業
ま
で
一
貫
し
て

文
科
に
在
籍
し
た
生
徒
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。（「『
僕
は
軍
人
大
好
き
よ
』」、
三
〇

七
～
〇
八
頁
）
当
時
の
世
相
を
鋭
く
抉
る
箇
所
を
抜
き
出
し
披
露
し
よ
う
。
日
記
を

書
く
こ
と
で
、
自
己
の
思
考
を
冷
静
に
眺
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
敗
戦
直
後
の
社
会
情
勢
で
は
猫
も
杓
子
も
反
戦
主
義
者
を
装
い
、
天
皇
も
軍
人
も

政
治
家
も
全
て
を
戦
争
責
任
者
と
断
じ
る
こ
と
で
自
己
の
免
罪
符
を
手
に
入
れ
よ
う

と
し
た
時
代
で
あ
り
、「
ゾ
ル
テ
ン
」
が
こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
る
よ

う
な
風
潮
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
殆
ど
は
或
い
は
沈
黙
し
、
或
い
は
逃
避
し
、
一

部
は
「
ゾ
ル
テ
ン
」
の
前
歴
を
隠
し
て
で
も
大
勢
に
迎
合
し
て
、
世
渡
り
上
手
な
と

こ
ろ
を
見
せ
た
の
も
あ
な
が
ち
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

も
う
二
冊
、
筆
者
が
面
白
い
と
思
っ
た
回
想
記
で
当
時
の
価
値
観
が
よ
く
わ
か
る

も
の
を
紹
介
し
て
、『
九
州
大
学
百
年
史
』
の
筆
者
の
執
筆
箇
所
の
解
題
と
し
て
締
め

く
く
り
た
い
。

　

寺
西 

マ
リ
コ
（
桑
原
辰
三
郎
註
）『
女
子
挺
身
隊
甘
木
日
記
』（
石
風
社
、
一
九
八

三
年
）

鶴
田 

寿
美
枝
『
ば
れ
い
し
ょ
の
青
春 

： 

学
徒
動
員
日
記
四
一
八
日
』（
名
古
屋
市
広

報
研
究
所
、
一
九
九
一
年
）

註
（
1
）		
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米
陸
軍
は
リ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
る
。

 

戦
後
の
核
兵
器
に
関
し
て
は
下
記
の
本
が
詳
し
い
。D

efense’s N
uclear A

gency

一
九

四
七－

一
九
九
七
（D

T
R

A
 H

istory Series

）
二
〇
〇
三
。

（
2
）  

「
八
月
十
五
日
の
青
春
」
刊
行
会
『
八
月
十
五
日
の
青
春　

大
阪
高
等
学
校
生
（
旧

制
）
の
手
記
』（
関
西
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
株
）、
一
九
九
六
年
）
文

科
生
の
医
学
部
に
進
学
し
た
ケ
ー
ス
は
、
釜
洞
剛
「
自
分
の
道
」（
同
書
、
二
二
七
頁
）、

中
原
健
三
「
八
月
十
五
日
と
私
」（
同
書
、
二
五
一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。




